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複 合 動 詞 の 日 中 対 照 研 究 と 中 国 人 学 習 者 に 対 す る 教 授 法 へ の 課 題

――日本語学習者への意識 ･習得調査をもとに――

郭 恬

1. は じめに

日本語の中には､複合動詞が多く存在 している｡森田 (1991)が､ 『例

解国語辞典』を調査 した結果によると､収録語の 11.4%強が動詞で､その

うちの 39.29%が複合動詞であるとい う｡実際に､評論､専門書等の知的

水準が高く堅い文革から､報道,広告､手紙､ 日常的な文や会話､俗語に

至るまでそれは幅広 く用いられている｡つまり､ 日本人は多くの複合動詞

を､ 日常に使っている｡

日本語複合動詞の研究も､多角的に進められている｡まず複合動詞研究

の前段階 として､多様な結合様式を有す る複合動詞を分類 しようとする研

究が､動詞の自立語･付属語 とい う観点か ら複合動詞を分類 した寺付く1969)

の研究か ら始まった｡この流れは山本 (1984)に受け継がれ､前項動詞 と

後項動詞の格支配のメカニズム-の着 目により､分頬の指標が考察された｡

一方､影山 (1993)は生成文法の立場か ら複合動詞の｢派生過程の違いJに

着 目し､意味的結合制限により明確な分類基準を確立 した｡また､姫野

(1999)では複合動詞全般の意味分析がなされてお り､複雑な多義的意味

を整理するとともに､類義語 との意味的な差異を明らかにしている｡ しか

し､ 日本語教育との関連においては､研究はまだ不十分であ.ると言わなけ

ればならない｡

非母国語話者の日本語学習者にとって､複合動詞の習得はとても難 しい

問題である｡森田 (1978)は ｢学習者が 日本語を学ぶ場合､教科書によっ

て与えられる動詞のほとんどは単純動詞である｡学習者は個々の単純動詞

の意味 ･用法には習熟するが､それ らの動詞を組み合わせた複合動詞につ

いては､学習の機会があまりない｡ したがって､複合動詞に関する知識が

不十分なまま上級段階に進んで しまい､移 しい複合動詞の波にぶつかって
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困惑することになる｡｣と述べ､複合動詞の習得の難 しさを指摘 している｡

また､松田文子 (2002)は ｢複合動詞は日本語を豊かにするものではある

けれ ども使わなくても意味が通 じることが多いため､学習者は使用を回避

して しまう債向が強く､習得が進みにくい｣と述べている｡現在の日本語

教材の開発､または教育現場の実際状況から見ると､大きく立ち遅れてい

ることは確かである｡ 日本語を第二言語 として習得 しようとする人たちの

ための教科書には､単純動詞の意味や用法はあるが､複合動詞は､中級の

ものにもあまり記載 されていない｡

中国で行われている日本語教育にも同じ問題がある｡初心者向きの教材

はもちろん､日本語を専門としている大学生や中､上級者向きの日本語教

科書や問題集や参考書などさえ､複合動詞についての説明はほとんどない｡

従って､中国で日本語を勉強 している学習者たちは､複合動詞に関する日

本語力はあまり持っていないと言える｡ しかも､この事実はあまり認識さ

れていない｡

そこで､中国で日本語教育を受けてきた学習者たちが､実際に日本に留

学 Lに来て､生活の中で日本語を使用する時､大学､大学院で勉強す る時､

あるいは仕事のため実際に使用する時､日本語の中で使用額度の高い複合

動詞に関する日本語力を持っていないため､支障が生ずる｡特に､この間

題は上級者､あるいは留学生に しか発生 しないため､参考できる辞書､参

考書が少なく､学習者にとってかな り難 しい問題点である｡

中国語の中にも､複合動詞は数多く存在 している｡ 日本語 と中国語の

複合動詞は意味的､統語的な共通点はあるが､一対一で対応するとい う

わけではない｡中国人学習者は複合動詞に対 して､どのように理解 して

いるか､どのような点が困難だと感 じているかを解明するため､日本請

の複合動詞と中国語の複合動詞の異同を明らかにし､そ して中国人学管

者にとって理解 しやすい説明を探 らなければならない｡そこで本研究で

は､複合動詞指導を目指す第一歩 として､ 日中複合動詞の共通点と相逮

点はいかなるものか､学習者の習得状況はどのようなものか､また習得

の困難点は何かについて明 らかにした｡加えて､第二言語習得研究の立

場か ら､中国人 日本語学習者-の説明を念頭において､複合動詞の指導

法-の課題について検討 した｡
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2. 研究の概要

本研究では､上記のような 目的を達成するために以下の方法によって研

究を進めた｡

(1)第 1章では､文献研究 として､日本語複合動詞 と中国語複合動詞にお

ける先行研究を整理 し､紹介 した｡

(2)第 2章では､日本語 と中国語における複合動詞の意味的､統語的な共

通点 と相違点を分析 し､両者の異同による学習の問題点を探った｡

また､それを受け､中国人学習者-の説明を念頭において､学習者

にとって理解 しやすい複合動詞の分類法を考案 した｡

(3)第 3章では､中国人学習者の 日本語複合動詞に対する意識 と習得の実

'鯨を明 らかにす るために､約 100名の中国人学習者にアンケー ト調

査を行った｡

①アンケー ト調査の第-部分では､中国人学習者は 日本語複合動詞に

ついて､ どのような意識を持っているのか､教師 ･教材 ･教授法に

ついて どんな困惑 ･感想 ･意見を持っているのかを調査 した｡

②アンケー ト調査の第二部分では､穴埋めテス トにより､中国人学習

者が 日本語複合動詞の意味 と用法をどの ぐらい理解 しているか､ど

の ぐらい運用できているのか､学習の実態を調査 した｡

@アンケー トで集められた誤用例について分析を行い､中国人学習者

にとって習得 しやすい複合動詞 と習得 しにくい複合動詞を整理 し､

誤用が出る原因とそれを防 ぐ方法を検討 した｡

(4)第 4章では､第 2章､第 3章で明 らかに した問題点か ら､日本語複合

動詞の学習の盲点を探 り､ 日本語テキス ト､教授法に存在 している問

題点を分析 し､筆者が提案 した分類法の教育現場に導入す る可能性を

検討 した｡

3. 研究の実際

3.1 複合動詞の概念 と日中複合動詞の代表的な分類法

本研究の第 1章では､先行研究を参考 し､複合動詞の概念 と日中複合動

詞の代表的な分類法を整理 し､以下のようにまとめた｡
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●複合動詞の定義 :複合動詞の定義については､定説がないようである｡

広 く認められている見方は広義的定義 と狭義的定義 と二分 され る｡動詞に

動詞連用形､助動詞､補助動詞､形容動詞､名詞な ど他の要素が各々結合

したもの全体を指す広義の場合 もあるが､ 日本語学の学界では､狭義の複

合動詞､すなわち rV+VJ型を研究対象 として取 り扱 うことが多い｡本研究

では､動詞連用形+動詞の型のみを扱い､それを複合動詞､またはCVと呼

ぶこととした｡

● 日本語複合動詞の代表的な分類法 :

日本語複合動詞の分類

寺村分析 (意味 Ⅰ 自立 Ⅴ+自立 Ⅴ 例 :持ち上げる､走 り去 る

の独立性か ら Ⅱ 自立 Ⅴ+付属 Ⅴ 例 :見上げる､走 りこむ

見る複合動詞の Ⅲ 付属 V+自立 V 例 :差 しかかる､取 り押 さえる

分類) Ⅳ 付属 Ⅴ+付属 V 例 :取 り成す､の り出す

山本分類 (格支 Ⅰ類 (V1-V2) 例 :持ち歩 く

配か ら見る複合 Ⅱ類 (Vl-V2). 例 :見直す

動詞の分.類) Ⅲ類 (V1-V2) 例 :打ち重なる

Ⅳ類 (V1-V2) 例 :取 り組む

項動詞 と後項動 (2)因果関係 例 :知 り悩む､降 り積 もる､

詞の意味関係か (3)対等関係 例 :泣き叫ぶ､行 き返.る

ら見る複合動詞 (4)添意関係 例 :打ち見る｣歩き始める

の分析) (5)転意関係 例 :痛み入る

中村分類 (言語 (1)アスペ ク トCV 例 :読み始める､取 り終える

認知の立場か ら (2)主補 cV 一 例 :す くみ上がる､殺 し合 う

見る複合動詞の (3)主主 cV 例 :嘆き悲 しむ､売 り歩 く

分類) (4)補補 cV 例 :落ち着 く

(5)補主 cV 例 :打ち続 く､立ち遅れた

影山分類 Å類 : 語嚢的複合動詞 例 :飲み歩 く

●中国語複合動詞の代表的な分類法 :
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中国語複合動詞の分類 (戴浩一分類)I

並列式複合動詞 例 :①喜歎 (好き)②故地 (討論す る)③.

巽東 (売買する)④呼疲 (呼吸す る)

偏正式 (修飾-述語型)複 例 :(D改倣 (作 り直す)②加冥 (買い足す)

合動詞 (塾代汀 (代わ りに注文す る)

動補式 a結果複合動詞 例 :打破 (叩き壊 した)

複合動 b方向複合動詞 例 :抱出来 (走って出てきる)

3.2 新 しい分類法の提案

第 2章では､ 日本語 と中国語における複合動詞の意味的､統語的な共通

点 と相違点を分析 し､両者の異同による学習の問題点を探った｡また､そ

れを受け､判断 しやすい特徴､中国語 との対応､学習者の実際などいくつ

かの要素を配慮 し､実用的な分類法を以下のように提案 した｡

並列関係複合動詞 鳴 り響 く､泣き叫ぶ､照 り輝 く､折 り曲げる､褒

(V1-V2型) め称える､光 り輝 く

熟語複合動詞(vl-V2型) 落ち着 く､落ち込む､取 り組む､取 り扱 う

アスペ ク ト複合動詞(V1-アスペク ト型) 読み始める､降 り続 く､使い切る､食べ過ぎる

補助関係複合動詞 主補(V1-V2型) や り■ぬ く､疲れ果てる､歌い上げる､問い詰める主主(vl-V2型) 食べ歩 く､撃ち殺す､売 り歩 く､聞き飽 きる

櫛主(vl-V2型) 差 し替える､引き続 く､引き戻す､取 り消す

3.3 日本語複合動詞に関する意識 ･習得調査

(1)調査の概要

日本語の複合動詞について中国人学習者は どのよ うな意識を持っている

のか､どの程度習得 しているのか､ どのよ うな誤用がよく出るのかまたそ

の原因は何かを明 らかにす るために､中国人学習者 にアンケー ト調査を実

施 した｡アンケー ト内容は二つに大別 した形で構成 した｡第一部分は 日本

語の複合動詞に関する中国人学習者の意識 と習得の 自己評価についての質

問である (以下 ｢意識調査｣ と呼ぶ)｡第二部分は文中の下線部の中国語
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をEl本語の複合動詞に訳す 15個の問題 (以下は r申訳 日問題｣と文中の下

線部の 日本語の複合動詞を中国語に訳す 15個の問題 (以下は r日訳中問

題｣)とな り､計 30問である｡設問の作成において､文例の難易 レベルに

ついては､ 日本語能力の中級程度で理解できるような語桑及び文型を選ん

で作成 した｡複合動詞を選ぶ基準については､まず 日本語複合動詞の分頬

法を参考 し､様々な結合様式 と意味構造を持っている複合動詞を極力網羅

するように注意を払った｡また､ 『複合動詞資料集』の前 ･後按率順構成

要素表を参考 し､使用頻度が高く､造語力の強い構成要素を選ぶことにし

た｡

(2)調査結果 と考察

第 1項の意識調査の調査結果から､ ｢複合動詞｣とい う概念は中 ･上級

学習者に広 く知られていると見られる｡学習者は指導者の指導､教科雷な

ど､ どこかでこの概念に触れたことがあると考えられる｡ しか し､複合動

詞について､学習者たちは表面的にしか接 していないと言えるだろ う｡ま

た､複合動詞についての説明は理解できたかの質問について､ rだいたい

理解できた｣ (43.1%)が最 も多い一方､実際に使 うかどうかと､コミュ

ニケーションが うまくできると思 うかどうかについて､｢たまに使 う｣(50%)

と ｢できるが､不便を感 じる｣(53.4%)が最も多 くなっている｡すなわち､

日本語複合動詞の習得について､学習者の自己評価 と実際の使用能力 との

間に､学習者が気付いていないギャップが存在 している｡学習年数の少な

い学習者の間で､この間題は特に顕著である｡

第 2項の ｢申訳 日問題｣の平均正解率は 46.66%であり､半数を下回って

いる｡全体的に､以下の三つの傾向が見 られた :(Dアスペ ク ト複合動詞が

圧倒的に上位を占めている｡②結果複合動詞の正解率が下位 となっている｡

③熟語複合動詞の正解率は両極端になっている｡

第 3項の r日訳中問題｣の平均正解率は 63.88%であり､ r申訳 日間題｣

の 46.66%より20%ぐらい上回っている｡全体的に以下の三つの傾向が見ら

れた :①前項動詞 と後項動詞の意味が変化がない複合動詞が圧倒的に上位

を占めている｡②Vl-V2型複合動詞の正解率が下位 となっている｡@熟語

複合動詞の正解率は両極端になっている｡

(3)中国人学習者における日本語複合動詞の誤用分析

全般的に見ると､誤用の原因と考えられるのは以下のようなことである｡
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(D 前項動詞 と後項動詞の片方だけを使 う｡また､複合動詞の使用を回避

するため､意味の近いフレーズや短い文などで代用する｡

例 : 考え直す-考える､ 押 し倒す-推す､押す､倒す

言い過ぎる-言 うのがひどい｡ 落ち着 く-心配 しないで｡

② ｢前項動詞の連用形+後項動詞｣とい う接続の法則を把握 していない

ため､接続の誤 りが多い｡

例 : 歩き疲れる-→歩いて疲れる､歩 く疲れる､あるきづかれる

③ 自動詞 と他動詞の混同による誤用が多い｡

例 : 焼け死ぬ-焼き死ぬ､ 撃ち殺す一打ち死ぬ

堰) 前項動詞あるいは後項動詞を類義語に置き換え､存在 しない造語を作

り出す｡

例 : 助け合 う-手伝い合 う､お互い助ける､飲み込む-食べ込む

6) 中国語を直訳 し､存在 しない語を作 り出す｡

例 : 取 り消 し-取消する､ 泣き出す-泣き起きる

4. 調査から見えた複合動詞の学習に関する問題及び教授法-の課題

まず､複合動詞の指導についての意識に､大きな問題点がある｡複合動

詞の研究は今までは基本的に語嚢論や文法論的な立場からアプローチ した

ものが殆 どであり､外国語 との対照研究はまだ少なく､外国語教育の分野

での研究は特に不十分である｡中国国内では､ 日本語複合動詞に関する研

究はまだ初歩的な段階に留まっていると言っても過言ではない｡教科書に

よって与えられる動詞のほとんどは単純動詞であり､教師も複合動詞を新

出単語 として しか扱わなく､系統立てて説明することは殆 どない｡現在の

日本語教育における複合動詞の指導に関する意識は､もう学習者の学習意

欲､学習者が感 じている重要性に追いっかない状態である｡ 日本語複合動

詞の学習を充実させ るためには､教材改革 と学習項 目の見直し､それに複

合動詞の学習項 目の導入方法など､研究を要する課題がとても多い｡ した

がって､複合動詞の習得を検討する前に､まず 日本語教育における複合動

詞の位置づけを見直 さなければならない｡

また､複合動詞の習得についての意識にも大きな問題点がある｡意識 ･

習得調査の結果から､学習者の自己評価 と習得状況のズレ､また複合動詞
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における r理解Jと ｢運用｣のズレが存在 していることが明らかになった｡

複合動詞は日本語を豊かにするものではあるけれども､使わなくても意味

が通 じることが多いため､学習者は使用を回避 してしまう傾向が強く､習

得が進みにくい｡加えて､多くの複合動詞は前項動詞と後項動詞によって

全体の意味をだいたい推測することができるので､インプットの時は特に

難 しく感 じられない｡ したがって､多くの中国人学習者は､初めて見る複

合動詞 と出会 う時､漢字を見れば意味がおおよそ推測できると思い込みが

ちであるため､新出単語としてしっかり記憶しようとしないことが多い｡

その結果､正確な記憶ができていないため､二つの事象を表 したい時に､

複合動詞の使用を回避 し､意味の近い単純動詞を使用する｡故に表現が単

調で幼 くなってしまい､表 したい事象を思い通 りに表現できない｡よって､

複合動詞の教授に当たっては､まず､ ｢理解｣と ｢使用｣のギャップを意

識 しなければならない｡読む､聞くことができるだけで満足するではなく､

｢ごまかし｣の利かないアウトプットの行為一一話す､書くなどの産出行

動ができるまで､しっかり習得 しなければならない｡

さらに､教科書の説明が不十分である｡大学で採用されている日本語教

材では､テキス トの本文中に出てくる複合動詞は新出単語として扱われる

が､そのほとんどは対応する中国語の紹介のみである｡文法項 目として複

合動詞は導入されておらず､テキス ト中に現れない語については関連語の

補習の機会が与えられないため､複合動詞の体系的な学習は期待できない

と思われる｡教室でのインプットしか受けられない中国国内の学習者にと

って､複合動詞を詳細かつ系統的に説明する教科書や参考書を作成するこ

とが必要である｡また､教室で意識的に視聴教材を使い､学習者に生の実

例に大量に触れさせることも重要である｡

それでは､筆者が提案 した分類法を日本語教育の現場に導入することは

可能だろうか｡実際に応用できるかどうかを判断するには､まず､その分

類法を直接学習支援ツールとして教材に取 り入れることができるかどうか､

そ して､有限の学習期間の中で､複合動詞の習得に利用できる時間内に確

実に習得させることができるかどうかを考えなければならない｡

まず､筆者の分類法には､ ｢語嚢的複合動詞｣､ ｢統語的複合動詞｣､

｢格支配｣などの言語学的な難 しい概念を避け､中国人学習者にとって掴

みやすい概念を使用 している｡ したがって､その分類法を教育現場に導入
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す る時､複合動詞の概念に関する基礎学習が比較的に簡単である｡また､

r補助関係複合動詞｣以外の三つのグループは､全て複合動詞の中で比較

的に特殊なものであ り､特徴が顕著である｡複合動詞を指導する際に､ま

ず､ ｢並列関係複合動詞｣､ ｢熟語複合動詞｣､ ｢アスペク ト複合動詞｣

を抽出 して説明すると､学習者にとっては理解 ･記憶 しやすく､指導者 と

しても､短い指導時間で順調に進められると思われる｡残 りの ｢補助関係

複合動詞｣は､結合様式 と意味関係が最も複雑であるため､学習の順番 と

して最後にすることが望ま しい｡最も複雑な補助関係複合動詞をどの程度

説明するかは､学習者の レベル と複合動詞に使用できる学習時間を考慮 し

ながら､指導者が判断 しなければならない｡実際にどのように新 しい分類

法を教育現場に導入するかについて､筆者は流れ図を試み､次のページに

提示 した｡

5. 今後の発展 と課昏

日本語複合動詞の研究は 日本語教育の分野では､まだ未開拓の領域であ

り､研究はまだ不十分である｡外国人学習者にとって学習が美臣しいと指摘

されている複合動詞を効率的に指導するためには､その基礎研究としてさ

まざまな角度からの研究が求められる｡複合動詞を含む語桑習得において

は､学習者母語の影響が根強 く残るとされる｡ したがって､効果的な複合

動詞指導のためには学習者母語 との対照比較は不可欠である｡本稿では､

日中複合動詞の対照研究を行い､中国人学習者の意識 ･習得の実態を調査

し､第二言語学習研究の立場から､中国人学習者にとって理解 しやすい日

本語複合動詞の分類法を提案 したが､研究の焦点が対照研究と実態調査に

置かれたため､教授法-の提案を系統的に立てることができなかった｡こ

の点は今後の大きな課題 となる｡また､中国人学習者に対する日本語複合

動詞教育の方向を解明 し､今後の教材編集に実際のデータを提供するため､

対照研究 とともに､総合的な ｢中国語 ･日本語複合動詞データベース｣を

構築することが望ましい｡また､複合動詞の意味習得における母語の影響

を探るとい う方向の対照研究も必要である｡そ して､教育現場の教師 と連

携 し､現場での指導経験を活か し､複合動詞に関する基礎研究を積極的に
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実践 に結びつ き､効 率的 な指導法 を体系的 に考案す るこ とやテ キス トを開

発す ることも､ これか らの重要 な課題 で ある｡

<流れ図 >新 しい分類法 を教 育現場 に導入 す る方法

複合動詞を一つのテーマとして扱 う

① 複合動詞の定義と役割:複合語の 1種であり､二つの動詞を結合させて､
効率的に一つの動作行為を表現するものであ

る｡単純動詞ではもち得ない豊かな表現力を有
している｡

② 複合動詞の接続 :動詞連用形+動詞

③ 複合動詞は様々な分類ができる :代表的な分類を簡略に紹介する｡

本研究で提案した分類法を紹介する

前項と後項の主･補関
係による分類 :
[1]yl-V2型 (補主)
[2]vl-V2型 (主主)

[3]vl-v2型 (主補)

補助 関係

複合動詞

後項の意味による分類 :
〔目 方向を表すもの

[2]動作のや り方を表すもの

【3〕対象関係を変えるもの
[4】強者を表すもの
【5]動作とその結果を表すもの
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